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「宇宙機」は、宇宙空間で活動する機械のことです。それに対して「宇宙船」は人

間がのりこむことができる宇宙機です。英語ではスペースクラフト（ｓｐａｃｅｃｒａｆｔ）とス

ペースシップ（ｓｐａｃｅｓｈｉｐ）です。たとえば、「はやぶさ」は宇宙機で、「国際宇宙ス

テーション」は宇宙船であり宇宙機でもあります。

宇宙機は、目的に応じていろいろな姿をしています。その理由をしっていると、それ

を見るのが楽しくなるので、チョットご紹介しましょう。

スプートニク１号

１９５７年に史上初めて人工衛星となった、旧ソ連の

宇宙機です。直径５８ｃｍのアルミの球体から、長さ

２．５ｍ前後のアンテナが張りだしています。スプートニ

クは２０と４０メガヘルツのＶＨＦ帯の電波を出しており、

この波長１５ｍと７．５ｍの整数分の１にあたる長さにな

っています。

はやぶさ２

２０１４年に打ち上げられたばかりの日本の小

惑星探査機で、電力を使うイオンエンジンを吹

かしながら太陽を周回します。そのため、巨大

な太陽電池パネルがあるのが目立ちます。ま

た、着陸して小惑星の石を拾うため、下に突き

出された腕も特徴です。

ボイジャー１号・２号

１９７７年に打ち上げられた、木星・土星の探査

機で、さらに２号は天王星・海王星の探査もしまし

た。特徴的なのは、直径３．７ｍの巨大なアンテナ

です。太陽系の果てから長遠距離からの通信を

するために必須ですね。また、本体から伸びた腕

の先には、カメラと原子力電池を持っています。

それぞれアンテナの死角にならないようにと、熱に

よって本体機器に影響がないための配慮です。
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気象衛星ひまわり１号と８号

上が１号、下が８号です。同じひまわりという名

前ですが、形がまったく違います。ひまわり１号～

５号はほぼ同じ形状で、円筒形をしていました。こ

れがくるくるとまわりながら、地球をスキャンしなが

ら写真を撮影していました。くるくるまわることで姿

勢を安定させていました。全周に太陽電池パネル

がついていますが、回転している最中ずっと、どこ

かが太陽の光を受けられるようにこうなっています。

一方、最新鋭の８号は、四角い形をしていて、

太陽電池パネルは脇にはりだしています。写真

は、搭載されたセンサーが撮影します。スキャン

するのは同じですが、衛星全体が回転するのでは

ないので、それまで３０分間に１枚だったのが、

２．５分に１回の写真撮影も可能になりました。し

かもカラー写真が撮影できるようになったのはご存じの通りです。

ジュノー

ジュノーは、２０１１年に打ち上げられたアメリカの木星探

査機です。今年２０１６年の７月４日（米国独立記念日）に

木星に到達し、木星を周回しながら様々な探査を行う予定

です。

パッと見てわかる特徴は巨大な３枚の太陽電池パネルで

す。それぞれの長さは実に９ｍもあり、一般家庭４軒分にあ

たる１２～１４キロワットの電力を発生できます。ただし、木星

は太陽から地球の６倍近く遠いため、木星軌道での電力は５００ワットになります。そ

れでも、多数の観測器や通信アンテナを働かせるには十分です。ジュノーの前に、木

星を訪れたガリレオ探査機やその前のボイジャー探査機は原子力電池を使っていま

した。今回は、木星では初めての太陽光発電での探査になります。

宇宙機はほかにも非常にたくさんあります。そして、共通しているところもあれば、ち

がうところもあります。なぜ、そんな形をしているのか？ それを調べたり考えたりしな

がら見ると、より宇宙のことがよくわかってきます。探査機の模型を作ってみるのもお

もしろいですね。

なお、写真はスプートニクふくめ海外のものは（ｃ） ＮＡＳＡ、日本のものは（ｃ） ＪＡ

ＸＡです。
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